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令和２年度５月 定例市長・市政記者懇談会の結果について 

 

日時 令和２年４月２８日（火）午前１１時００分～１１時４０分 

場所 市役所２階 第１委員会室 

出席 市政記者クラブ９社 

 

会見内容 

 

１．はじめに（１項目） 

■ 新型コロナウイルス感染防止に努めて頂いております市民の皆様、ありがとう

ございます。 

 

■ 特に、釧路管内の感染症指定病院として治療にあたっていただいております市

立釧路総合病院の医師・医療スタッフ、北海道釧路保健所の皆様、様々な場面で

お力添えをいただいております釧路市医師会をはじめとする市内医療関係者の皆

様に心から感謝を申し上げます。 

 

■ 併せて、高齢者施設や介護施設で勤務されている皆様方におかれましても、日々

緊張感のある中でお勤めされておりますことに、心から感謝をしているところで

あります。 

 

■ 市民生活・企業活動・暮らしを守る医療機能の維持・確保を最優先に掲げて新

型コロナウイルス感染防止対策に取り組んでいくことが必要なことですので、あ

らためてご協力をよろしくお願いいたします。 

 

■ 国においては、連休中も含め、５月７日以降の対応につきましても、延長も含

めた様々なことが考えられるところです。 

 

■ 基本的に、新型コロナウイルスは、世の中から消えて無くなることがないとい

うことです。その中で、医療機能をしっかりと守っていくことが、一人ひとりの

命を守ることに繋がりますので、感染拡大を防止・抑制していく形になると考え

ております。 

 

■ 改めまして、この連休につきましては、色々な行動を自粛し、対応していくこ

とが、重要なことだと考えているところです。 

 

■ ４月２４日に YouTube配信にて、市民の皆様へのメッセージでもお話させてい

ただいておりますが、「新型コロナウイルスは、自分は大丈夫である」「他の人か

らうつされないようにしよう」という意識から、「既に自分は新型コロナウイルス

に感染しているかもしれない」「周りにうつさないでいこう」という意識に持って

いくことが重要であると考えているところです。 
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■ 感染防止の基本的な対応として、手洗いの励行や咳エチケットが重要になると

思っております。特に、手洗いにつきましては、インフルエンザの感染について

比較をいたしますと、昨年の同時期より全体的に約９割弱の患者数が減っている

状況となっております。つまり、新型コロナウイルスのみならず、このようなウ

イルスの感染症について、日常生活の基礎的な感染防止が、極めて有効であると

いうことですので、改めてこの点を皆様の方からも啓発、お知らせいただければ

と思います。 

 

■ そのうえで、「３つの密」の排除を進めていきたいと思います。また、国の専門

家委員会で、公園の状況の懸念について示されたところであり、このたび、釧路

市の公園の遊具につきましては、市内に約１，３００基を設置しており、感染防

止対策として消毒の徹底が困難な状況にあることから、これらの遊具の使用を当

分の間、禁止させていただきます。併せて１０カ所の公園に付設してある駐車場

につきましても閉鎖させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

■ 市といたしましては、今後も国の情報や専門家委員会、北海道と連携していき

ながら、正確な情報をお届けし、しっかりと対応をしていきたいと考えておりま

す。改めて市民の皆様のご協力をお願い申し上げます。 

 

２．話題提供（１項目) 

１．企業版ふるさと納税の受付開始について                  

■ 続いて、企業版ふるさと納税の受付開始についてです。 

 

■ 釧路市外に本社を置く企業の皆様から、企業版ふるさと納税を行っていただく

ものでありまして、形的には税制上の優遇措置ということで、税金をどのような

ところに目的を持って使っていくのかということを、会社がそれぞれの地域のプ

ラン・計画と合わせなら進めていく形のものとなります。つまり、それぞれの地

域で認定を受けた色々なプランを出していきながら進めていくということです。 

 

■ 私どもが認定を受けるにあたり、釧路湿原やアイヌ文化といった地域資源を活

かした観光地域づくりをしっかりと守っていくことや、健康をキーワードにした

安全、安心な母子保健医療への支援等といったＣＳＲ活動の推進など、そのよう

なところを企業が支えていくことに伴ってのイメージアップ等とマッチングさせ

ていくことができればと考えております。 

 

■ 税制上の優遇措置ということで、国の方から発表されておりますが、寄附をす

る場合、寄附額に対する税の軽減効果を約６割から９割に増やすということです。 

 

■ 企業版ふるさと納税により釧路市に１００万円の寄附をいただいた場合、実質的

な企業の負担が１０万円で、最大９０万円、法人税などが控除されることとなりま

す。 
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■ このようなものを、企業とマッチングしながら進めていこうということで、私

どもも、しっかりとＰＲをしていきながら取り組んでいきたいと考えております。 
 

３．質疑要旨 

（質問） 

・ 新型コロナウイルス感染症の関連で、公園の遊具の使用を当分禁止するという

ことですが、これは１０カ所の公園だけではなく、全部の公園という理解でよろ

しいでしょうか。 

（市長） 

・ 公園の遊具については、しっかりとした感染防止対策として、全ての遊具を消

毒することができるかということを踏まえますと、不可能な状況であるというこ

とで、全体についての禁止という形で進めさせていただいたものです。 
 

（質問） 

・ 遊具の使用禁止は、いつからになりますでしょうか。 

（公園緑地課長） 

・ 本日の午後から部分的に作業を始める形になっております。作業自体は５月１

日中には終わらせる予定で進めているところです。 

（質問） 

・ 「使用を禁止します」という表示は付くのでしょうか。 

（公園緑地課長） 

・ 特に利用者が多い公園をピックアップして、遊具に黄色い規制の立入禁止とい

ったビニール製のテープを巻き付けて、使用禁止を表示したボードのようなもの

も付けて明示したいと考えております。 
 

（質問） 

・ 遊具の使用が禁止とされた箇所の公園内には入れるという理解でよろしいでし

ょうか。 

（市長） 

・ 当然、公園の中を散歩したり等は、良い形だと思いますが、どうしても感染防

止対策を行っていくことができないという物理的な問題が出て来たことから、こ

のたびの遊具についての使用禁止ということになりました。 

（質問） 

・ 駐車場についても、中に入れないようにテープを貼るといった措置をするとい

うことでしょうか。 

（市長） 

・ 基本は市内の公園の中で、外に出てリフレッシュといったことは必要な形だと

思っております。ただ、そのような中で、駐車場のある公園については、色々な

ところから皆様が来られるということで、そこでの混雑を避けていきましょうと

いう意味合いで、駐車場についても使用禁止にするということであります。 
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（質問） 

・ １０カ所の公園を選んだのは、特に大規模な公園だからという理解でよろしい

でしょうか。 

（公園緑地課長） 

・ 大きな遊具があるところということと、そもそも駐車場が備えられている公園

自体が規模の大きい公園ということで、ほとんどの駐車場の付いている公園がこ

の１０カ所に含まれております。さらに遊具があるところということで、こちら

の１０カ所の公園について、駐車場については、利用の中止をさせていただきた

いということです。 

（市長） 

・ 実際、かなり多くの方が来ている状況になっているということです。 

 

（質問） 

・ 今回の使用禁止等で、子どもたちががっかりしそうな公園はどこになりますで

しょうか。 

（市長） 

・ 緑ケ岡公園などがあると思います。 

（公園緑地課長） 

・ 他には、昭和中央公園や、見晴らしのいい大規模運動公園の中にある遊具のス

ペースといったところについては、やはりのびのびと子どもの皆さんには遊んで

いただきたいのですが、このような状況なものですから、何とかご辛抱していた

だきたいと思います。 

（市長） 

・ 天気はいいですし、あのような中での子どもたちの笑顔は、本当にいいものだ

と思っております。確かに外ですから「密」ということについては、疑問もある

のですが、まさに専門家委員会の方で指摘をされ、併せて、実際、遊具等という

ことになりますと、そこの感染防止対策は徹底できないという現実を踏まえた中

で、残念ながらこのような形を取らざるをえないということです。 

 

（質問） 

・ このタイミングで、遊具の使用の禁止を決めたのは、ゴールデンウイークとい

う連休に入ることを見据えてということが要因にあるのでしょうか。 

（市長） 

・ もちろん、そうです。それと、やはり専門家委員会の方でも、これは東京など

の都会の部分を伝えておりますが、道内の各地域でも、そのような動きになって

きております。このゴールデンウイークに向けては、本当にそれぞれが自宅の中

でという形で動いておりますので、人の動きを極力避けていただきたいというこ

とも踏まえて、まずは、感染防止対策がとれているか、併せてそのような人の移

動に対しても対応していくということで、このタイミングに取り組むということ

です。 
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（質問） 

・ 市内の公園の遊具を全て使用中止にするということは、過去には前例がないの

でしょうか。 

（市長） 

・ 過去にはありません。 

 

（質問） 

・ 小学校などのグラウンドにも遊具があると思います。学校は休校ですから、基

本的には中に入ることはできないと思いますが、今後、そのようなものについて

も、使わないでくださいとなるのでしょうか。 

（公園緑地課長） 

・ 現在のところ、阿寒地区、音別地区、また水産港湾空港部が所管している公園

や市営住宅の敷地の中にも公園があり、このようなところについても、同様の形

で進めていこうということになっております。学校や児童館といったところにつ

いては、まだ利用が開始されておりませんので、現時点ではそのままの扱いです。

今後については、検討を進めるという形になっております。 

 

（質問） 

・ 企業版ふるさと納税の受付開始については、釧路で人口減が続いているところ

を、この地方創生という取り組みで、基本的に人口減を食い止めるというところ

に重点が置かれていると思いますが、この企業版ふるさと納税で得た財源をどの

ような部分で活かしたいとお考えでしょうか。 

（市長） 

・ 例えば、環境として釧路湿原との連携であるとか、アイヌ文化の発信、健康を

キーワードにしたもの、また、会社側が持続可能な取り組みを行っていることと

の組み合わせなど、市が取り組む計画とセットという形になりますので、そうい

うものが企業版ふるさと納税となります。 

 

（質問） 

・ 企業版ふるさと納税の受け付けは開始しているということでよろしいのでしょ

うか。 

（市長） 

・ 企業版ふるさと納税に係る地域再生計画は、北海道では４２件認定されており

ます。 

（総合政策部長） 

・ まち・ひと・しごと創生総合戦略の第二期の計画自体が前提要件になります。 

（市長） 

・ 企業側にとってみますと、連携することによって、例えば、自然環境やアイヌ

文化の発信などといったものがあります。認定をいただいて、そのような取り組

みを行うものです。 



6 

 

（総合政策部長） 

・ 第二期まち・ひと・しごと創生総合戦略をベースとした地域再生計画に対し、

国が認定をするもので、今年の３月末に認定を受けたものです。 

 

（質問） 

・ 中小企業の振興等や、それに含まれているものについては、基本的にその財源

があてられていくという認識でしょうか。 

（市長） 

・ 色々と幅広で行っておりますので、どのようなことにいくのかということです。

例えば、これからの色々なサプライチェーンの国内回帰等は、大きな部分である

かもしれません。これは様々な形で、国内での色々な分野の自給率を高めていく

ことをいい、様々な分野があると思っております。 

 

（質問） 

・ この寄附は、リストを提示して、個別の企業が個別の事業に対する指定寄附な

のか、あるいはその全体として第二期の創生総合戦略に対する寄附をするのか、

どちらなのでしょうか。 

（市長） 

・ 例えば、Ａという会社が進めていることと、私どもの進めていこうとするもの

をマッチングするといった形になります。会社にとりましては、優遇措置はある

といいましても、現実的には１割の負担があります。今までのどこかに寄附した

ものよりは、優遇がありますという話でありまして、当然、それぞれの自治体の

側から、会社の方にそのような情報提供をしていくものです。会社の方が探すと

いうことがあるかもしれないですが、基本はそのような関係になると思っており

ます。このようなことから、リストアップをして、作りましたのでどうぞという

ようなものではなく、当然、こちらから今まで取り組んで来たものや価値観等を

伝えていかなければならないものだと思っております。 

（質問） 

・ 釧路市の地方創生の取り組みを選んでいただきますとありますが、事業を選ぶ

ということではないのですか。 

（市長） 

・ 会社側にどうぞ選んでくださいということではなく、こちらからアプローチし

なくてはいけないものです。会社の立場になっていただきますと、寄附をしなけ

れば負担がないことになります。何故、会社が寄附をするのかということになり

ますと、例えば企業価値であるとか、若しくは様々なご縁であるとか色々な関係

があります。そのような結び付きがあって、その際に１割の負担で寄附ができま

すという仕組みです。会社にとっては、当然会社の資金でありますからメリット

の部分が必要です。税金の控除等はありましても１割は負担するものです。これ

らのことから、そこに対して寄附を行うことによって、持続可能な開発目標ＳＤ

Ｇｓと一緒に取り組んでいることがある、また、これからのアイヌ文化の発信や
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健康をキーワードとしたものがあるでしょうし、サプライチェーンの内製化とい

った形のものである等がなければ、寄附する立場にはなりません。そこで、我々

の方も色々な会社の方へ情報を発信していきながら、どのような会社がどのよう

な取り組みを行っているということも踏まえながら、我々の街であれば、その提

言で進めている形の中に、このような事業がありますということを伝えていかな

ければならないと思っております。これらから、我々自治体の方がまず主体とな

ります。もちろん釧路市に、今までも様々なバックアップや支援をいただいた会

社等には、非常に高い関心を持っていただいておりますが、さらにそこを広げて

いくような取り組みが必要になるということです。 

（総合政策部長） 

・ 今回の地域再生計画で認められた点といたしまして、包括的ということが一つ

のキーワードになっております。従前は具体な事業という形を掲げていた部分も

ありますが、釧路市においては、その持続可能なまちづくりという部分で、環境

分野や、アイヌ文化、あるいは地域市民の健康等、そのような部分では幅広い分

野を各企業がお持ちの視点での取り組みとどのようにマッチングできるのかとい

うことになるので、こちら側もしっかりと情報を出していく必要があり、寄附を

待っているだけではないということであります。 

 

（質問） 

・ 主体が自治体ということになると、行政側の営業活動みたいなものになるとい

うことでしょうか。そのような場合、営業活動の主体は、どの部署が担うことに

なるのでしょうか。部署といいますと限定的になるかもしれませんが、例えば市

長も行うことがありますでしょうか。 

（市長） 

・ 当然、私の方もそのようなことは進めていきますし、実は色々なところで、関

係部署がありまして、例えば、今までの業務の中で色々なお付き合い等をしてお

ります。プランニングについては、総合政策部で行っておりますが、例えば、図

書館や上下水道部にしても、色々なところと様々な取り組みを行ってきていると

ころでありますので、やはり我々市役所が、全体としてそのような認識を職員も

各部署も持っていく中で、このような形になっていることをしっかりと伝えるこ

とだと思っております。そこで、それぞれ業績等があり、利益がなければならな

い訳ですから、そのような意味ではどこかの部署が１箇所で担うというよりも、

まずは日頃の今までの業務の中で、どのようなところがあるかということを踏ま

えながら進めていくという形になると思います。もちろん、私の方もそのような

情報等を各部署からあげていただいたら、お話に行く等出てくると思います。 

 

（質問） 

・ 特別定額給付金について、担当部署がどちらになって、今、どのようなスケジ

ュールで進めていますか。 
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（市長） 

・ 特別定額給付金につきましては、福祉部の地域福祉課が窓口になります。本庁

舎２階の会議室に設置し、準備をしているところです。これは、昨日４月２７日

の住民基本台帳が基準日ということになります。その中で、色々なことを確定す

るために、生まれた子どもにつきましては、２週間以内に届け出をするといった

こと等を踏まえていきますと、２７日から１４日後となりますと、５月１０日ぐ

らいまでとなります。併せて、当該給付金は、世帯主にまとめてお支払いすると

いう仕組みになっておりますから、世帯の中で分けてお渡しするような場合、例

えばドメスティックバイオレンス（ＤＶ）や家庭内での暴力など、別々に暮らし

ているが、世帯は住民基本台帳上一つになっているケースが想定されていること

から、これらを事前にしっかりと周知し、対応していくことが必要であるため、

一定程度の時間が必要であると考えております。そのようなことから、２週間程

度で様々なことを確認し、進めていくとなりますと、５月１０日ぐらいに確定し

た後に、発送作業といった形で進めていくということで、５月中旬ぐらいに申し

込みの書類が届くように進めているところであります。 

 

（質問） 

・ 市長が、先日 YouTubeにあげた市民向けメッセージの第１弾を見まして、今、

色々な支援のパッケージが非常に増えてきているだけに、もう少し詳しい説明が

あってもいいのかと思うのですが、そういうところを直接、今後、ご説明されて

いく予定や、動画等の掲載スケジュールなど、今後の直接の呼び掛けは、どのよ

うに予定されておりますでしょうか。 

（市長） 

・ この点につきましては、議会の皆さんからも、色々とお話をいただいていると

ころでありまして、今回、掲載させていただきました。併せて、その中でも、し

っかりと情報発信をわかりやすく行っていくということをお話しておりますので、

現在、色々と支援制度等を説明していきたいと思っております。特別定額給付金

につきましては、撮り終えておりまして、今、手話部分を重ねて出していくよう

な編集を行っておりますので、できるだけわかりやすく発信するよう、このよう

なものを活用していきたいと思っております。お伝えする内容についても、でき

るだけ短く、端的に伝えられるようにしていきたいと思っております。 

 

（質問） 

・ 分散登校が昨日から始まっていると思いますが、昨日、今日、明後日３日間で

の予定ということですが、今のところ、特に具合悪い子もいなく、順調に実施さ

れているということでよろしいでしょうか。 

（市長） 

・ 一部、変更したところがあるということを教育委員会から聞いているところで

ありますが、多くは予定どおり進んでいる状況です。 
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（質問） 

・ 予定が変わったのは何校で、どのような理由でしょうか。 

（総括指導主事） 

・ １校が変更となっております。学校の職員の中に倦怠感を訴えて、体調不良で

休んだことから、念のため分散登校をやめております。現在、ＰＣＲ検査を受け

ているところで、結果についてはまだ出ていない状況です。倦怠感も治ってきた

ところで、念のため受けたということで聞いております。 

（市長） 

・ 感染防止対策のために、そのような対応をとったということであります。 

（質問） 

・ 結果として陰性が出れば、その後、分散登校を改めて計画されるのでしょうか。 

（総括指導主事） 

・ その学校については、今後、検討しながら進めていきます。 


